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令
和
８
年
９
月
15
日
発
行

発
行
・
編
集　

連
合
駿
台
会

　

発
行
人　

広
報
委
員
長
：
平
田
静
子

　

編
集
人　

平
田
静
子
・
根
田
吉
雄

〒
101- 

0052
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
︱
二
二

　
　
　
　

明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
内

電
話
（
〇
三
）
三
二
九
六
︱
四
七
四
七

印
刷　

有
限
会
社　

美　

創

ス
ト
ン
に
あ
る
世
界
最
大
級
の
医
療
研
究
都
市
「
テ

キ
サ
ス
・
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
内
の
小
児
研
究

セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
た
頃
、
現
地
の
大
型
ス
ー

パ
ー
（
コ
ス
ト
コ
サ
イ
ズ
の
店
舗
）
で
、
肥
満
体
型

の
方
々
が
電
動
車
椅
子
型
の
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
ジ
ャ

ン
ク
フ
ー
ド
を
大
量
に
買
い
込
ん
で
い
る
光
景
を
目

に
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
肥
満
問
題
の
深
刻
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

自
身
も
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
中
に
十
㎏
ほ
ど
太
っ

て
し
ま
い
、
元
に
戻
ら
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
た
。

世
界
的
に
み
る
と
健
康
リ
ス
ク
と
し
て
は
肥
満
で
は

な
く
低
栄
養
が
第
一
位
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に

な
っ
て
い
て
、
全
世
界
的
に
食
と
栄
養
に
関
す
る
研

究
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
の

研
究
室
で
は
〝
あ
ぶ
ら
〟
に
注
目
し
て
研
究
を
し
て

い
る
。〝
あ
ぶ
ら
〟
と
い
っ
て
も
二
種
類
あ
り
油
と

脂
が
あ
る
。
一
般
的
に
「〝
あ
ぶ
ら
〟
＝
悪
者
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く

誤
解
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

〝
あ
ぶ
ら
〟
は
「
種
類
」
だ
け
で
な
く
「
形
」
に

よ
っ
て
体
内
で
の
働
き
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
本

日
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
〝
あ
ぶ
ら
〟
の
選
び
方

で
体
調
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
研

究
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
高
脂
肪
食
で
あ
る
母
乳
を
飲
む
赤
ち
ゃ
ん
は

肥
満
に
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
「
豚
脂
（
ラ
ー
ド
）」

と
「
牛
脂
（
ヘ
ッ
ト
）」
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
切
り
口
に
、〝
あ
ぶ
ら
〟

連
合
駿
台
会
七
月
暑
気
払
い
例
会

「
あ
ぶ
ら
は
、
本
当
に
悪
者
な
の
か
？
︱

　
〝
あ
ぶ
ら
の
か
た
ち
〟
か
ら
見
え
る

　
　

健
康
と
睡
眠
の
ヒ
ン
ト
」

明
治
大
学
農
学
部
専
任
准
教
授　

金
子
賢
太
朗 

氏

七
月
十
五
日
（
水
）
明
治
大
学
紫
紺
館
に
て
七
月

暑
気
払
い
例
会
が
開
催
さ
れ
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
、
今
年
一
月
の
駿
台
懇
話
会
に

お
い
て
自
然
科
学
分
野
か
ら
連
合
駿
台
会
学
術
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
明
治
大
学
農
学
部
専
任
准
教
授
の
金

子
賢
太
朗
先
生
に
よ
る
「
あ
ぶ
ら
は
、
本
当
に
悪
者

な
の
か
？
︱
〝
あ
ぶ
ら
の
か
た
ち
〟
か
ら
見
え
る
健

康
と
睡
眠
の
ヒ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
油
は
悪

で
は
な
く
目
的
に
応
じ
た
形
の
接
種
で
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
社
会
実
現
に
貢
献
す
る
と
い
う
内
容
。

以
下
議
事
録
で
す
。

１
． 

講
演
の
導
入
と
背
景

ア
メ
リ
カ
で
は
年
々
肥
満
率
が
増
加
し
大
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
米
人
口
第
四
位
の
都
市
ヒ
ュ
ー

金子賢太朗氏
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の
構
造
が
も
た
ら
す
健
康
効
果
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

２
． 

脳
に
お
け
る
食
欲
制
御
と
レ
プ
チ
ン

食
欲
制
御
の
仕
組
み
：

脳
の
「
視
床
下
部
」
は
、
わ
ず
か
四
ｇ
（
脳
全
体

の
〇
・
三
％
）
ほ
ど
の
小
さ
な
領
域
で
す
が
、
食

欲
・
体
温
・
睡
眠
な
ど
を
司
る
中
枢
で
す
。
食
事
に

よ
る
栄
養
情
報
や
ホ
ル
モ
ン
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
取
り
、

食
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

レ
プ
チ
ン
と
感
受
性
障
害
：

脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
「
レ
プ
チ
ン
」
は
、

脳
の
「
視
床
下
部
」
に
作
用
し
て
食
欲
を
抑
え
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
高
め
る
強
烈
な
抗
肥
満
ホ
ル
モ
ン
で

す
。
し
か
し
、
高
脂
肪
食
の
過
剰
摂
取
な
ど
に
よ
り

脳
へ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る

「
レ
プ
チ
ン
感
受
性
障
害
」
が
起
き
る
と
、
満
腹
感

を
得
ら
れ
ず
肥
満
が
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

感
受
性
を
改
善
・
維
持
す
る
こ
と
が
肥
満
研
究
の
最

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．�

母
乳
に
含
ま
れ
る
脂
質
構
造
（
β
パ
ル
ミ
チ
ン

酸
）
の
発
見

母
乳
の
〝
あ
ぶ
ら
〟
の
特
徴
：

母
乳
は
高
脂
肪
食
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳

幼
児
の
脳
発
達
を
促
し
、
肥
満
を
引
き
起
こ
し
に
く

い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

〝
あ
ぶ
ら
〟
の
「
形
」
の
違
い
：

一
般
的
な
中
性
脂
肪
と
言
わ
れ
る
〝
あ
ぶ
ら
〟
は
、

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
骨
格
に
脂
肪
酸
が
3
つ
結
合
し
て
い

い
て
主
要
成
分
の
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
は
α
位
に
結
合
し
、

消
化
過
程
で
遊
離
す
る
と
炎
症
や
肥
満
や
糖
尿
病
を

誘
発
し
ま
す
。
一
方
、
母
乳
も
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
を
非

常
に
多
く
含
有
し
て
い
る
が
、
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
骨
格

の
β
位
（
真
ん
中
）
に
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
パ
ル

ミ
チ
ン
酸
β
位
の
結
合
比
率
は
牛
乳
や
ヤ
ギ
の
ミ
ル

ク
と
比
較
し
て
ヒ
ト
の
母
乳
に
お
い
て
非
常
に
高
含

有
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヒ
ト
の
母
乳
に
特

異
的
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
「
β
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
」

が
〝
抗
肥
満
〟
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

と
い
っ
た
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

実
験
成
果
：

抗
肥
満
・
代
謝
改
善
：
独
自
開
発
の
脳
（
視
床
下

部
）
器
官
培
養
系
等
を
用
い
た
実
験
に
お
い
て
、
母

乳
脂
質
β
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
は
脳
の
レ
プ
チ
ン
の
作
用

を
増
強
で
き
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
更
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
つ
い
て
も
調
べ
、

β
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
を
投
与
す
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝

を
促
進
し
て
体
脂
肪
や
体
重
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
β
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
を

連
続
で
投
与
す
る
こ
と
で
、
血
糖
値
を
下
げ
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
を
高
め
る
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
母
乳
が
持
っ
て
い
る
〝
あ
ぶ
ら
の
か
た
ち
〟
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
増
幅
と
満
腹
感
を
高
め
、
肥
満

を
予
防
で
き
る
新
し
い
事
実
を
み
い
だ
し
ま
し
た
。

睡
眠
の
質
向
上
：

マ
ウ
ス
実
験
（
マ
ウ
ス
を
無
侵
襲
に
睡
眠
／
覚
醒

に
自
動
分
類
す
る
装
置
「
ピ
エ
ゾ
ス
リ
ー
プ

（PiezoSleep

）」
を
使
用
）
に
お
い
て
、
β
パ
ル
ミ

チ
ン
酸
の
投
与
に
よ
り
、
睡
眠
量
の
増
加
や
長
時
間

の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
（
深
い
睡
眠
）
が
誘
導
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
睡
眠
を
向
上
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

結
論
：

母
乳
の
研
究
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
母
乳
に
含
ま

れ
て
い
る
〝
あ
ぶ
ら
〟
の
構
造
か
ら
生
じ
る
β
パ
ル

ミ
チ
ン
酸
と
い
う
成
分
が
、
お
そ
ら
く
脳
の
視
床
下

部
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
常
な
体
重
や
糖
代

謝
、
睡
眠
に
良
い
方
向
を
示
し
、
母
乳
が
持
っ
て
い

る
〝
あ
ぶ
ら
〟
の
構
造
が
乳
児
に
お
け
る
正
常
発
育

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

４
．
豚
脂
（
ラ
ー
ド
）
と
牛
脂
（
ヘ
ッ
ト
）
の
比
較

自
然
界
の
油
脂
の
中
で
、
母
乳
の
脂
質
構
造
（
β

パ
ル
ミ
チ
ン
酸
の
比
率
）
に
最
も
近
い
も
の
を
探
索

し
た
結
果
、「
豚
脂
（
ラ
ー
ド
）」
が
非
常
に
似
た
構

造
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

豚
脂
と
牛
脂
の
生
理
作
用
の
違
い
を
比
較
・
検
証
し

ま
し
た
。

豚
脂
（
ラ
ー
ド
）
の
特
徴
（
満
腹
感
と
睡
眠
）：

脂
肪
酸
の
成
分
組
成
自
体
は
牛
脂
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
、
構
造
的
に
β
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
を
多
く
含
み
ま

す
。摂

取
す
る
こ
と
で
脳
の
レ
プ
チ
ン
感
受
性
が
維
持

さ
れ
、
満
腹
感
が
高
ま
り
肥
満
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

人
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
（
学
生
を
対
象
と
し

た
食
事
介
入
実
験
）
で
も
、
夕
食
に
豚
脂
（
豚
肉
）

を
継
続
摂
取
す
る
こ
と
で
、
体
組
成
を
変
え
ず
に
睡
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眠
ス
コ
ア
（
睡
眠
の
質
や
熟
睡
感
）
が
著
し
く
向
上

す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

牛
脂
（
ヘ
ッ
ト
）
の
特
徴
（
運
動
意
欲
と
ス
ト
レ

ス
軽
減
）：

運
動
環
境
下
で
牛
脂
を
摂
取
す
る
と
、
脳
内
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
ホ
ル
モ
ン
「
オ
レ
キ
シ

ン
」
が
増
加
し
、
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
運
動
意

欲
を
持
続
さ
せ
ま
す
。

ラ
ン
チ
（
昼
食
）
に
牛
脂
（
牛
肉
・
牛
丼
等
）
を

摂
取
し
た
実
験
で
は
、
食
後
2
時
間
の
集
中
力
や
活

動
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

高
所
探
索
テ
ス
ト
等
に
よ
り
、
運
動
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
緩
和
効
果
（
抗
不
安
作
用
）

を
示
す
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
．�

結
論
と
今
後
の
展
望
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
社

会
の
実
現
へ
）

目
指
す
未
来
に
応
じ
た
油
の
選
択
：

「
牛
脂
と
豚
脂
の
ど
ち
ら
が
良
い
か
」
と
い
う
一
言

の
結
論
で
は
な
く
、「
日
中
の
活
動
意
欲
や
運
動
効

率
を
高
め
た
い
時
は
牛
脂
（
昼
食
向
け
）」、「
睡
眠

の
質
を
高
め
体
を
休
め
た
い
時
は
豚
脂
（
夕
食
向

け
）」
の
よ
う
に
、
目
的
に
合
わ
せ
て
脂
質
の
構
造

を
選
び
分
け
る
新
し
い
栄
養
戦
略
（
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
適
応
型
食
育
）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
と
め
：

〝
あ
ぶ
ら
〟
を
一
括
り
に
悪
者
と
し
て
排
除
す
る
の

で
は
な
く
、〝
あ
ぶ
ら
〟
の
「
構
造
特
性
」
を
正
し

く
理
解
し
て
日
常
の
食
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
睡
眠
改
善
、
ス
ト
レ

ス
低
減
へ
と
つ
な
が
り
、
豊
か
で
健
康
的
な
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
社
会
」
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
結
ば

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

出
身

京
都
府
宇
治
市
生
ま
れ
　
洛
南
高
等
学
校
出
身

経
歴

二
〇
一
三
年
三
月
　
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

二
〇
一
三
年
四
月
　
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学
小
児

科 

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

研
究
員

二
〇
一
六
年
一
二
月
　
京
都
大
学
院
学
部
メ

デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

特
定

助
教

二
〇
一
八
年
一
月
　
神
戸
医
療
産
業
都
市
推
進

機
構
老
化
機
構
研
究
部 

研
究
員

二
〇
一
八
年
一
月
　
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式

会
社
応
用
研
究
部 

リ
ー
ダ
ー

二
〇
二
〇
年
一
月
　
京
都
大
学
農
学
部
食
品
生

物
科
学
専
攻 

特
定
助
教

二
〇
二
〇
年
四
月
　
明
治
大
学
農
学
部
農
芸
化

学
科
栄
養
生
化
学
研
究
室 

専
任
講
師

二
〇
二
五
年
四
月
　
同
専
任
准
教
授

受
賞
歴

第
三
一
回
連
合
駿
台
会
学
術
奨
励
賞
、
安
藤
百

福
賞
発
明
発
見
奨
励
賞
、
ロ
ッ
テ
重
光
学
術
賞
、

杉
田
玄
白
奨
励
賞
な
ど

　【
講
　
師
　
略
　
歴
】

金
子
　
賢
太
朗
（
か
ね
こ
・
け
ん
た
ろ
う
）
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沓
掛
新
会
長
の

就
任
挨
拶
と
所
信
表
明

六
月
よ
り
連
合
駿
台
会
の
新
会
長
に
就
任
さ
れ
た

沓
掛
英
二
会
長
が
、
就
任
後
初
と
な
る
七
月
例
会
に

て
自
己
紹
介
と
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

沓
掛
会
長
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

長
野
県
長
野
市
生
ま
れ
、
長
野
県
立
八
代
高
校
出
身

で
一
九
七
八
年
高
校
三
年
生
の
時
、
東
京
に
出
て
明

治
大
学
へ
の
進
学
を
強
く
志
し
た
。
東
京
で
一
年
間

は
高
田
馬
場
の
予
備
校
に
通
い
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
年
）
に
政
治
経
済
学
部
へ
入
学
、
昭
和

五
十
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
卒
業
し
ま
し
た
。
ま

た
一
九
七
八
年
の
大
学
案
内
や
創
立
百
周
年
記
念
誌

を
通
じ
て
、
明
治
大
学
が
創
立
二
百
年
に
向
け
て
郊

外
移
転
で
は
な
く
「
都
市
型
大
学
」
と
し
て
の
発
展

を
目
指
す
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

感
銘
を
受
け
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
自
身
を
厳
し
く
鍛
え
る
環
境
を

求
め
、
野
村
證
券
に
入
社
。
三
十
年
間
に
わ
た
り
主

に
営
業
畑
を
歩
み
、
お
客
様
に
寄
り
添
い
、
株
式
市

場
、
債
権
と
信
託
、
お
客
様
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
い
う
形
の
三
十
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
役
員
と
し
て
営
業
企
画
・
営
業

戦
略
を
立
案
す
る
立
場
と
な
り
、
五
百
万
人
の
証
券

の
お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
約
百
十
兆
円
の
資
産

を
、
ど
う
投
資
に
振
り
向
け
る
か
の
戦
略
を
考
え
て

き
た
。
二
〇
一
四
年
か
ら
は
野
村
不
動
産
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
に
移
籍
し
、
社
長
と
し
て
現
在
十
三
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
田
村
前
会
長
が

十
年
間
に
わ
た
り
知
名
度
と
認
知
度
を
上
げ
て
き
た

功
績
に
触
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
た
姿
に
「
化
け
物
」
と
い
う
表
現
が
一

番
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
相
当
重

い
荷
を
背
負
っ
て
引
き
継
い
だ
と
心
境
を
語
り
ま
し

た
。
連
合
駿
台
会
の
今
後
の
展
望
と
し
て
、
明
治
大

学
の
卒
業
生
は
現
在
で
は
年
間
約
八
千
人
。
よ
く
言

う
日
本
の
少
子
高
齢
化
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
逆

に
「
末
広
が
り
」
で
増
加
を
続
け
今
約
六
十
万
人
の

卒
業
生
が
政
財
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
、
文
化
、
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
皆
様
を
ベ
ー
ス

に
力
を
結
集
し
、
三
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で
多
世
代

に
わ
た
る
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
ま
し
た
。
例
会

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
仕
事
や
世
代
を
超
え
た
人
の

縁
が
広
が
る
「
楽
し
さ
」
と
「
価
値
」
を
感
じ
ら
れ

る
会
づ
く
り
を
進
め
る
と
共
に
、
女
性
会
員
の
活
躍

に
も
大
い
に
期
待
を
寄
せ
、
会
の
発
展
に
尽
力
す
る

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
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執
行
部
、各
委
員
会
委
員
長
の
紹
介
と

活
動
へ
の
抱
負

鈴
木
隆
志
専
務
理
事
（
昭
和
六
十
二
年
商
学
部
卒
）
の

進
行
の
も
と
、
沓
掛
会
長
の
新
体
制
を
支
え
る
各
委

員
会
の
委
員
長
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹

介
と
今
後
の
活
動
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

総
務
事
業
委
員
会

大
野
正
美
委
員
長
（
昭
和
五
十
九
年
法
学
部
卒
）

二
ヶ
月
に
一
度
の
例
会
運
営
を
主
軸
と
し
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
、
バ
ス
旅
行
と
い
っ
た

会
員
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
企
画
し
、

魅
力
あ
る
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し

た
。

組
織
会
員
増
強
委
員
会

馬
場
範
夫
委
員
長
（
昭
和
五
十
六
年
文
学
部
卒
）

組
織
会
員
増
強
委
員
会
と
い
う
の
は
自
分
た
ち
だ

け
で
会
員
を
増
や
し
て
い
く
の
は
難
し
く
、
も
ち
ろ

ん
我
々
も
会
員
の
増
強
に
は
努
力
し
て
い
き
ま
す
が
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
紹
介
で
新
会
員
を
増
や
し
、
退
会

者
の
少
な
い
強
固
な
組
織
を
目
指
す
方
針
を
示
し
ま

し
た
。

大
学
支
援
委
員
会

真
壁
八
郎
委
員
長
（
昭
和
四
十
四
年
工
学
部
卒
）

大
学
の
研
究
意
欲
向
上
を
目
的
と
し
た
「
学
術

奨
」「
学
術
奨
励
賞
」
の
運
営
、
経
験
豊
富
な
会
員

に
よ
る
寄
付
講
座
、
学
生
向
け
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

サ
イ
ト
」、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
「
明
治

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
文
化
活
動
の
応
援
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
大
学
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
説
明
し

ま
し
た
。

広
報
委
員
会

根
田
吉
雄
副
委
員
長
（
平
成
五
年
政
治
経
済
学
部
卒
）

平
田
静
子
委
員
長
の
代
理
と
し
て
登
壇
し
、
会
報

誌
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
、
明
治
大
学
広

報
へ
の
広
告
出
稿
と
い
っ
た
従
来
の
広
報
活
動
に
加

え
、「
連
合
駿
台
会
は
各
委
員
会
の
連
携
と
皆
様
の

ご
協
力
に
て
ま
す
ま
す
強
力
な
意
義
あ
る
会
に
な
る

に
は
広
報
の
力
は
さ
ら
に
大
切
で
あ
る
。
確
か
な
情

報
と
面
白
く
新
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、

会
の
価
値
向
上
に
努
め
る
」
と
お
預
か
り
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。

財
務
委
員
会

吉
田
光
一
郎
委
員
長
（
昭
和
五
十
六
年
商
学
部
卒
）

約
八
年
に
わ
た
る
財
務
委
員
長
と
し
て
の
経
験
を

振
り
返
り
、
田
村
前
会
長
の
側
で
学
ん
だ
運
営
の
知

見
を
、
沓
掛
新
会
長
の
体
制
に
お
い
て
も
活
か
し
、

新
旧
体
制
の
「
つ
な
ぐ
役
」
と
し
て
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
い
う
強
い
意
志
を
表
明
し
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
会
務
報
告

鈴
木
専
務
理
事
よ
り
、
会
の
運
営
に
関
す
る
事
務

連
絡
と
し
て
以
下
の
三
点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
員
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

本
日
四
名
の
新
会
員
が
参
加
し
て
お
り
、
後
ほ
ど

懇
親
会
で
紹
介
の
場
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
五
月
十

五
日
の
総
会
議
事
録
お
よ
び
今
後
の
例
会
予
定
は
、

配
布
さ
れ
た
会
報
に
掲
載
済
み
で
す
。
特
に
九
月
の

例
会
で
は
、
衆
議
院
議
員
の
萩
生
田
光
一
氏
を
講
師

に
迎
え
る
予
定
で
す
。

事
務
局
体
制
に
つ
い
て

現
在
、
事
務
局
の
体
制
が
移
行
期
に
あ
り
、
電
話

対
応
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
経
由
に
な
る
な
ど
、
会
員

の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
期
の
体
制
安
定
化
に
努
め
ま
す
が
、
メ
ー
ル

で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
迅
速
に
対
応
可
能
で
す
。

会
員
数
の
訂
正
報
告
に
つ
い
て

会
報
に
記
載
の
会
員
数
「
三
百
七
十
九
名
」（
昨

年
末
時
点
）
に
つ
い
て
、
事
務
局
の
引
き
継
ぎ
に
伴

い
精
査
し
た
結
果
、

今
期
の
ス
タ
ー
ト
時

点
で
の
正
確
な
会
員

数
は
三
百
七
十
二
名

で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
訂
正

し
報
告
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
明
治

大
学
柳
谷
理
事
長
の

乾
杯
の
ご
挨
拶
で
始

ま
り
、
四
名
の
新
会

員
の
自
己
紹
介
や
会

員
と
の
交
流
は
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。

新入会員のご挨拶
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★明治大学広報（9月1日号）に掲載された大学への支援広告。今後も2ヵ月に1回掲載していく予定です。

長は

谷せ

川が
わ　

靖や
す

洋ひ
ろ

平
成
元
年
・
工
学
部
卒

㈱
大
林
組

執
行
役
員　

東
京
本
店
建
築
事
業
部
副
事
業
部
長

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
在
住

伊い

藤と
う　

由よ
し

郁ゆ

紀き

昭
和
六
十
年
・
工
学
部
卒

㈱
守
谷
商
会

代
表
取
締
役
社
長

長
野
県
長
野
市
在
住

柴し
ば

田た　

憲け
ん

一い
ち

昭
和
六
十
二
年
・
商
学
部
卒

㈱
Ｇｅｎｅｒａ
ｔ
ｉｖｅ
Ｘ

監
査
役

千
葉
県
流
山
市
在
住

田た

村む
ら　

哲て
つ

哉や

昭
和
六
十一年
・
商
学
部
卒

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

常
務
執
行
役
員

東
京
都
三
鷹
市
在
住

渡わ
た

邊な
べ　

正し
ょ
う

太た

平
成
六
年
・
農
学
部
卒

Ｔ
Ｃ
Ｉ
Ｃ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱

代
表
取
締
役

宮
城
県
多
賀
城
市
在
住

廣ひ
ろ

江え　

裕ゆ
う

治じ

平
成
元
年
・
法
学
部
卒

㈱
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長

広
島
県
広
島
市
在
住

齋さ
い

藤と
う　

法の
り

幸ゆ
き

平
成
十
五
年
・
政
経
学
部
卒

サ
イ
ト
工
業
㈱

代
表
取
締
役

宮
城
県
仙
台
市
在
住

長は

谷せ

川が
わ　

竹た
け

志し

平
成
十一年
・
理
工
学
部
卒

㈱
セ
ン
キ
ョ
ウ

代
表
取
締
役

宮
城
県
仙
台
市
在
住

◆
新
入
会
員
ご
紹
介

前
回
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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【
編
集
後
記
】

こ
の
夏
、
全
国
各
地
を
相
次
い
で
襲
っ
た
線
状
降
水
帯
や
集
中

豪
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
私
た
ち
に
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
衝
撃

と
強
い
危
機
感
を
与
え
ま
し
た
。
千
葉
県
を
は
じ
め
と
す
る
各
地

で
短
時
間
の
う
ち
に
観
測
史
上
初
と
な
る
よ
う
な
記
録
的
大
雨
が

降
り
、
街
や
田
畑
が
瞬
く
間
に
水
没
し
て
い
く
様
子
、
復
興
途
中

の
北
陸
地
方
や
九
州
で
も
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
更
な
る
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
画
面
越
し
に
伝
わ
る
爪
痕
の
凄
ま
じ
さ

に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

か
つ
て
「
数
十
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
て
い
た
は
ず
の
記
録
的

豪
雨
が
、
今
や
毎
年
の
よ
う
に
、
そ
れ
も
一
夏
に
何
度
も
発
生
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
次
々
と
発
生
す
る
線
状
降
水
帯
に
よ
っ

て
、
わ
ず
か
数
時
間
で
ひ
と
月
分
を
優
に
超
え
る
雨
が
降
り
注
ぎ
、

河
川
が
氾
濫
し
、
床
上
浸
水
や
道
路
が
水
没
し
、
山
肌
が
崩
れ
落

ち
て
日
常
を
一
瞬
で
奪
っ
て
い
く
。
一
昔
前
の
「
こ
れ
く
ら
い
な

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
経
験
則
や
見
込
み
は
も
は
や
通
用
せ

ず
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
の
激
変
期
に
突
入
し
た
の
だ
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
恐
ろ
し
い
の
は
、
夜
間
や
通
勤
時
間
帯
な
ど
の
隙
を

突
く
よ
う
に
急
変
す
る
天
候
と
、
そ
れ
に
伴
う
避
難
の
難
し
さ
で

す
。
予
報
の
精
度
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
一
局
に
集
中
し

て
降
り
続
く
雨
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、
外
出
は
お
ろ
か
、
外
に
一

歩
出
る
こ
と
す
ら
命
が
け
に
な
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
ま
す
。
行

政
に
よ
る
情
報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
最
終
的
に
命
を

守
る
判
断
は
個
人
や
地
域
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
の
数

字
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
い
う
心
理
的
バ
イ

ア
ス
を
捨
て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
重
要
性
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

自
然
の
猛
威
を
前
に
人
間
は
あ
ま
り
に
も
無
力
で
す
。
し
か
し
、

過
去
の
教
訓
を
学
び
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
確
認
や
家
族
間
で

の
避
難
プ
ロ
セ
ス
の
共
有
、
日
頃
か
ら
の
備
蓄
と
い
っ
た
「
事
前

の
備
え
」
を
万
全
に
す
る
こ
と
は
今
日
か
ら
で
も
可
能
で
す
。
こ

の
夏
の
災
害
を
単
な
る
「
遠
く
の
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
片
付
け
る

こ
と
な
く
、
地
球
環
境
の
変
容
を
直
視
し
、
い
つ
自
ら
の
身
に
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
日
常
の
防

災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
た

大
き
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
根
田
吉
雄
）

◆
七
月
例
会
出
席
者

青
柳
勝
栄
、
浅
井
宏
、
安
達
明
正
、
阿
部
倫
明
、

池
田
一
義
、
石
川
均
、
伊
原
敏
雄
、
今
村
健
、
岩
田

守
弘
、
潮
田
伊
佐
夫
、
梅
野
修
、
榎
本
知
佐
、
大
石

容
紫
子
、
大
野
正
美
、
大
前
実
之
、
大
村
託
現
、
岡

田
誠
司
、
奥
山
弘
幸
、
鬼
塚
和
也
、
音
田
和
広
、
金

子
圭
太
、
狩
野
省
市
、
栢
森
靖
、
川
瀬
透
、
河
村
博
、

神
林
光
、
沓
掛
英
二
、
久
保
聡
、
栗
原
権
右
衛
門
、

黒
崎
昭
男
、
児
玉
圭
司
、
同
ご
同
伴
、
小
林
伸
弘
、

小
山
有
彦
、
根
田
𠮷
雄
、
佐
藤
仁
、
佐
野
公
哉
、
佐

野
豊
、
杉
浦
伸
二
、
鈴
木
章
浩
、
同
ご
同
伴
、
鈴
木

隆
志
、
相
臺
志
浩
、
平
善
昭
、
高
澤
徹
、
高
橋
郁
夫
、

高
橋
一
成
、
武
内
裕
、
田
中
亜
紀
子
、
田
中
彰
一
、

谷
原
誠
、
田
村
駿
、
田
母
神
博
文
、
樽
見
俊
之
、
徳

丸
平
太
郎
、
戸
田
琢
哉
、
富
水
流
孝
二
、
永
井
伸
彦
、

中
川
敏
洋
、
中
野
祥
宏
、
中
村
豊
、
二
井
康
夫
、
新

田
晃
、
野
口
一
哉
、
野
田
康
平
、
橋
本
元
、
長
谷
川

進
一
、
幡
谷
公
朗
、
鼻
戸
勝
紀
、
同
ご
同
伴
、
馬
場

範
夫
、
同
ご
同
伴
、
濱
田
憲
孝
、
原
宏
、
平
田
桂
子
、

深
代
尚
夫
、
古
本
英
樹
、
真
家
裕
介
、
前
川
一
郎
、

眞
壁
八
郎
、
槇
野
泰
、
松
崎
優
子
、
向
井
眞
一
、
村

山
友
彦
、
室
井
恵
明
、
柳
谷
孝
、
山
口
大
介
、
同
ご

同
伴
、
山
口
又
宏
、
山
田
憲
典
、
山
田
朝
彦
、
弓
野

理
恵
、
吉
田
菊
次
郎
、
吉
田
光
一
郎
、
若
林
勇
二
、

渡
邊
建
三
、
渡
邊
容
子
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令和8年度　予定表
■例会 2026年9月16日現在

年 月日・曜日 開始時間 会　場 講師・出演者等 備　考

9月16日（水） 17:30 ロイヤルパークホテル
「有明の間」

衆議院議員
萩生田光一 9月例会

11月18日（水） 17:30 明治大学
「紫 紺 館」

ブックライター
上阪徹 11月忘年例会

令和9
（2027） 1月中旬〜下旬 17:30 明治大学

「アカデミーコモン」 学術賞受賞者記念講演 「駿台懇話会」
（1月例会）

3月17日（水） 17:30 ロイヤルパークホテル
「有明の間」

プロデューサー
残間里江子 3月例会

＊次年度
5月14日（金）

（予定） 17:30 ロイヤルパークホテル
「春海の間」（予定） 未　定 定時総会

■その他　総務・事業委員会イベント

年 月日・曜日 開始時間 会　場 イベント 備　考

令和8
（2026） 11月1日（日） 14:00

キックオフ 秩父宮ラグビー場 ラグビー観戦
「明治大学 vs 慶應大学」

11月13日（金）
フレンドシップ

カントリークラブ
「茨城県常総市」

ゴルフ会

令和9
（2027） 2月or3月 紫紺館

（予定） 新入会員歓迎会

4月or5月 行先未定 バス旅行


